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学校長 藤田真由美 

ちょうど１年前に第４９代生徒会から稲美中人権宣言を受け継ぎました。その前文です。 
 

稲美中学校生徒会は、①稲美中学校で生活している人がみんな笑顔で、それぞれの目標

に向けてまっすぐ進めること。②仲間の存在に気づき、仲間とともにわかりあい、愛しあ

い、伸ばしあい、高めあうこと。③稲美中学校の生徒としての誇りを持ち、多くの人に愛

される稲美中学校を受け継いでいき、それを伝統としていくこと。の３つを成し遂げるべ

く、ここに「稲美中学校人権宣言」を宣言します。 
 

この１年、人権学習や日々の学校生活の中で自分の生き方を仲間と共に考えてきました。

また地域でのボランティア活動や５０周年行事などを通して人との 

つながりの大切さもしっかりと学んできました。でも私たちの人権 

学習はまだ道半
なか

ばです。学び続けゴールすることはないでしょう。 

みんなが人権を大切にできれば、差別、戦争、いじめ、貧困、虐待 

など多くの課題が解決できるのに…と思います。また多くの出来事から 

命の大切さについて、考えさせられる日々です。 

最近、人権大会で観た地域住民の方たちでつくる劇に心を打たれました。こんな話です。 
 

～動物の命を肉にする仕事は私たちに動物の命をつなぐ仕事です～ （熊本の劇団です） 

「お父さんが仕事ばせんと、みんな肉ば食べれんとやね」「お父さんの仕事はすごかとや

ね」食肉加工センターで働く男性の小学生の息子は父の仕事を恥ずかしいと思っていたが、

先生に言われ考えがガラリと変わる。そんなある日、食肉加工センターに牛が運ばれてく

る。「みいちゃん、ごめんねぇ。」と泣きながら牛に話しかけるその女の子は、牛といつも

一緒に暮らしてきたのだ。家族は牛をお金のため売らなければならなくなったのだという。

それを知った父は、「やっぱり自分にはできん。」と翌日の仕事を休むことにした。ところ

がその出来事を知った息子は「お父さん、仕事へ行って。お父さんでないと、心ない人が

すると牛が苦しむけん。かわいそうやけん・・・」と父に訴える・・・。 
 
 

命の大切さと共に「何をするか」ではなく「どんな思いを込めて」仕事や出来事に向か

うか、が大切だということも考えさせられました。生き方とは心のあり方だと学びました。 

みいちゃんの肉を持ち帰ったおばあちゃんは、孫にその肉を食べるよう言います。「あん

たが食べんとみいちゃんが死んだ意味がないとよ。」・・・命の大切さや生き方について、

私たち職員も生徒や保護者、地域の皆様と共に学び続けていきたい、と強く思います。 

繋ぐ 
 命をつなぐ 心をつなぐ 

３年生 命の授業より 



第 50代生徒会報告会 12.10 

第 50 代生徒会執行部が人権宣言を活か

して取り組んだ委員会活動や能登へのボラ

ンティアなどの報告をしました。また会の

最後に「人権宣言」を 

全校生で読み上げま 

した。執行部のこれ 

までの活躍と献身に 

心から感謝します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 50 代生徒会執行部が最後の活動報告

をしました。 

第 51代 生徒会執行部が間もなく産声

をあげます・・・ 

生徒会長 寺嶋 詩(うた)さん 副会長 

藤本響太(きょうた)さん 岩城海羽(みわ)さ

ん   

感謝 ウォーターサーバーの寄贈 

稲美町六分一に本社のある植田住地（うえ

だじゅうち）株式会社様よりウォーターサー

バーを寄贈していただき体育館に設置しまし

た。「やったぁ」歓声が聞こえます。 

心から感謝し、待ち望んだサーバー 

をみんなで大切に使いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 50 代生徒会執行部が最後の活動報告をし

ました。 

第 51代 生徒会執行部が間もなく産声を

あげます・・・ 

生徒会長 寺嶋 詩(うた)さん 副会長 藤

本響太(きょうた)さん 岩城海羽(みわ)さん   

。 

 

全国人権作文コンクール兵庫県大会 

全国人権作文コンクール兵庫県大会で、 

地区予選で最優秀賞を受賞した３年生の鳥取 

佳純さんが自身の「思いやりで心を繋
つな

ぐ」とい

題した作文を朗読しました。聴覚障害のある 

方との駅での、ふとしたふれあいの体験を 

綴っています。心を繋ぐことの喜びが伝わり 

聴く人の心も温かくしていると感じました。 

 

 

 

 

 

 

第 50 代生徒会執行部が最後の活動報告を

しました。 

第 51代 生徒会執行部が間もなく産声を

あげます・・・ 

生徒会長 寺嶋 詩(うた)さん 副会長 藤

本響太(きょうた)さん 岩城海羽(みわ)さん   

。 

 

ふれ愛・・・地域で・・・ １２月 

稲美町商工会青年部主催の「いなみ冬景

色」やふれあい収穫祭に本校生徒もボラン

ティアに参加させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 50 代生徒会執行部が最後の活動報告を

しました。 

第 51代 生徒会執行部が間もなく産声

をあげます・・・ 

生徒会長 寺嶋 詩(うた)さん 副会長 

藤本響太(きょうた)さん 岩城海羽(みわ)さん   

。 

 

能登へ・・・幸せを願って・・・ 

  夏のボランティアでお世話になった能登の被災地の方々に 

心を届けようと、本校の文化芸術部の部員らが 

絵手紙を作成してくれました。夏には代表ら 

が現地に届けましたが、今回は郵送でお世話 

になった施設や宿に送ります。思いが届き、 

被災地の方の心が少しでも温かくなりますようにと願います。 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

  

  

  

 

   

    

 

   

 

 

 

                                   

 

 

 

７日(火) ３学期始業式  

８日(水) ３年学力テスト 

１３日(月・祝) 成人の日 

２０日(月)～２３日(木) ３年三者面談 

２１日(火)トライやる推進委員会(校区・町) 

２４日(金) 英検１次(本校準会場) 

２５日(土) 稲美町人権・同和教育研究大会 

      全国いじめ問題子供サミット(文科省) 

２１日(土) 男子バスケットボール部 

県新人大会 (稲美中会場) 

２３日(月) ２学期終業式     

２６日(木)吹奏楽部アンサンブルコンテスト 

２７日(金)吹奏楽部アンサンブルコンサート 

２４日(火)～１月６日(月) 冬季休業日 

*学校閉庁日は 

１２月２９日(土)～１月３日(金)です 

＊緊急連絡は稲美町教育委員会へ 

  TEL ０７９－４９２―９１４９へ 

１2月の行事予定 １月の行事予定 

～皆様どうぞ良いお年を～ 

収穫祭 冬景色 

生徒報告会 


